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　羽幌町の人口が1万人の大台を割ってから10数年が経過。以来、減少の一途を辿っており、昨年一年間では
132人減少し8,275人となりました。ここ数年を見ても同様のペースの減少幅となっていますが、あわせて1世
帯当たり人口も減っており、昨年末現在では2.12人となっています。
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　北留萌消防組合消防署の救急出動回数は345回で一昨年の357回は下回りました
が、1カ月平均で28.8回とほぼ毎日出動していることになります。搬送種別では急
病による搬送が一番多く、出動回数全体の約46％を占めています。
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�� 平成20年度　�� 平成21年3月末現在(軽四輪含む)　�� 平成21年1月～12月
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　昨年の北海道全体の交通事故死者数は対前年で10人少ない218人。全国ワースト
ワンは回避したものの、愛知県に次ぐ2位と死者数の多い地域であることがわかり
ます。また、羽幌町においても死亡事故が1件発生しており、人身事故全体の件数
も増加傾向にあります。
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　区分別のごみ収集状況は表のとおりとなっています。有料化となった平成14年
以降の収集量は年々減少しており、昨年の総収集量を見ると対前年で118tの減、全
体の39％を占める一般ごみは20tの減少となっています。
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　上水道の使用量はほとんどの用途で7月から10月にかけてが増加する傾向にあり
ます。一昨年と比較すると家庭用においては291�、営業用においては3,032�の
減となっていますが、工事などで使用する臨時用が増加していることから、全体
では815�の減少となっています
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(単位:�)

※ 家庭用のみ
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　平成14年10月に供用を開始した下水道は年度毎に供用区域の整備が進められ、
これに伴って使用件数、使用量が増加しています。家庭用においては一昨年と比較
し使用件数で35件、使用量で8,139�の増加となっています。
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※ 家庭用のみ。世帯は年間平均。


